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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第12回

黒豆プロジェクト

商品を
開発しませんか！

　産業部会「黒豆プロジェクト」
では、安曇野産黒大豆（信濃黒）
のブランド化を進めるため、昨
年収穫した黒大豆を使った商品
開発や調理、販売を希望する事
業者等を募っています。なお、
募集は市内の事業者等に限らせ
ていただきます。
■応募方法　事業者等名、代表
者名、住所、連絡先、希望する
数量を電子メール、ＦＡＸ、電
話、郵送のいずれかの方法で、
3 月 6 日（金）までにプロジェ
クト事務局（産業観光部安曇野
ブランド推進室）へお申し込み
ください。
■その他
※提供価格は事務局までお問い
合わせください。
※黒豆の量に限りがあるため、
希望数量は保障できません。
※安曇野産黒大豆（信濃黒）を
使用した商品の認定制度の検
討も進めています。
安曇野ブランドデザイン会議

　（477・3111 677・6060）
azumino-brand@city.azumi

　　no.nagano.jp

新しい食材に果敢に挑戦！

１次審査で１位に輝いた
「信州サーモングリエ～トマトソース」

　豊科地域の光区・桜坂区と県は、光橋歩道の
凍結対策として新しい取り組みを始めています。
　光橋は、毎年凍結しやすく、傾斜も急である
ことから、中学生の自転車の転倒が度々起きて
いました。これまでは地区のＰＴＡが遠方の公
民館から塩カルを運び、散布を行っていました
が、今冬からは県が歩道端に設置した塩カルや
用具を用い、散布するというアイデアが試され
ています。県では、歩道への塩カル配布を原則
行っていませんが、場所の特殊性や人手が確保
できることなどから事業化されました。桜坂区
の若林好一区長は、「住民も協力するので、行政
もできることをしてほしいという姿勢を前向き
に捉えてもらった。困ったら自分自身で解決し
なければならないというのでなく、皆で関心を
持てれば」と話してくれました。

　家庭料理や伝統食などを持ち寄って、地域に
紹介する催し「我が家の味大集合（主催：ＹＡＭ）」
が１月 31 日、明科子どもと大人の交流学習施設
ひまわりで開かれました。会場には、子どもか
らお年寄りまで約 200 人が集まり、おかず、お
やつ、漬物の３部門に寄せられた約 50 品の料理
を楽しみました。「結婚式の朝に実家の母が作っ
てご近所にお配りした思い出の味です」と紹介
した井上祐司さん、玲子さんの「高原豆おこわ」
は好評で、メモや写真に残す来場者の姿が見ら
れました。主催者の一人の平林千代さん（明科
東川手）は、「食を通じて交流ができ、来場者の
皆さんも喜んでいただけたようです。今後も続
けていきたい」と抱負を話してくれました。

　堀金綱引き選手権大会（同地域体育協会主催）
が 2 月 1 日、堀金総合体育館で行われました。
冬場の健康づくりを目的に始まったこの大会も
21 回を数えます。この日は、地域のスポーツ少
年団や小中学生をはじめ、60 代までの約 450 人
が参加。熱い声援が送られる中、勝敗の結果に
選手も応援者も歓声を上げていました。競技は、
８人で引き合う一般的な綱引きのほか、ロープ
バランスくずしや三方引き綱引きの３種目が行
われました。市内の若手米生産者グループでつ
くるチームで、今年初参加した「安曇野．Ｃｏ
ｍｅ（どっとこめ）」の浅川拓郎さん（堀金烏川）
は、「優勝できなかったけど楽しくできました。
体重を増やして、また挑戦したい」と意欲を話
しました。

12 月～　光橋歩道の塩化カルシウム散布

1/31　明科で家庭料理の展示試食会

2/1　堀金綱引き選手権大会

協働で取り組む 凍結対策

召し上がれ わが家の味

地域をつなぐ 綱引き大会


